
「第６次八戸市総合計画（原案）」への意見募集 

八戸市では、現在、平成 28年度を初年度とする新しい総合計画（第６次）（計画期

間：平成 28～32年度）を策定中です。 

この度、計画の原案を取りまとめましたので、これを公表するとともに、広く市民

の皆様の御意見をいただくため、次のとおり意見募集を行います。 

※「第６次八戸市総合計画（原案）」の概要については、裏面を御覧ください。 

 

お問合せ先：八戸市 総合政策部 政策推進課 

TEL: ０１７８－４３－９２３３(直通) 

FAX: ０１７８－４７－１４８５ 

E-mail: seisaku@city.hachinohe.aomori.jp 

募集期間 平成 27年 6月 10日（水）～平成 27年 7月 9日（木）（必着） 

意見の 

提出方法 

別紙「意見記入様式」、または、住所、氏名、電話番号を明記し

た任意様式により、郵送、ＦＡＸ、電子メール、または持参で   

御提出をお願いします。 

提出先 〒031-8686 八戸市内丸一丁目１番１号  

八戸市総合政策部政策推進課 

・E - m a i l：seisaku@city.hachinohe.aomori.jp 

・Ｆ Ａ Ｘ：０１７８－４７－１４８５ 

資料等 ◎ 第６次八戸市総合計画（原案）   

◎ 付属資料 主要事業の概要    

◎ 意見記入様式  ← 下記の場所で入手できます。 

 【縦覧・入手場所】 

市庁本館・別館案内、南郷事務所、各公民館・市民サービスセンター、

政策推進課（市庁本館４階） 

※ 「第６次八戸市総合計画（原案）」、「付属資料 主要事業の概要」及び 

「意見記入様式」は、市ホームページでも入手できます。 

   トップ > 政策・まちづくり > 計画・プラン > 総合 > 第６次八

戸市総合計画（原案）への意見募集 

その他 ・お寄せいただいた御意見は、計画策定にあたって参考とさせてい

ただきます。 

・御意見の概要や御意見に対する市の考え方は、住所、氏名等の個

人情報を除いて、平成 27年７月頃公表する予定です。 

・提出された御意見に対する個別の回答は行いません。 

・電話や来庁による口頭での御意見はお受けできません。 

・提出された個人情報は、今回の意見募集以外の用途に使用するこ

とはありません。 

下記の場所で縦覧できます。 



「第６次八戸市総合計画（原案）」の概要 

１．計画策定の趣旨 

総合計画は、市政運営の基本となる計画であり、まちづくりのあるべき姿を定め、

その実現に必要な施策を総合的・体系的かつ戦略的にまとめたものです。将来、ど

のようなまちを目指していくのか、また、その実現のために、どのように取り組ん

でいくのかを示すものです。 

当市では、現在、第５次八戸市総合計画（計画期間：平成 19～28 年度）に基づ

き、将来都市像である「海と大地が響きあう北の中核都市」の実現を目指し、まち

づくりを進めていますが、当市をとりまく社会経済情勢等の変化などに対応するた

め、「八戸新時代」にふさわしいまちづくりの指針として、第６次総合計画を策定

します。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                     

２．計画の期間・構成 

計画期間は、10 年程度先を見

据えた将来展望のもと、平成 28

年度から平成 32年度までの５か

年とし、右の体系図のとおり全

５章で構成されています。 

なお、第４章、第５章の施策

に関する具体的な実施事業につ

いては、別添の付属資料「主要

事業の概要」を御参照ください。 

 

３．検討の経過（策定委員会） 

今回、市民の皆様から御意見

を頂戴する総合計画（原案）は、

市民アンケート調査や市民の

皆様との意見交換の結果など

を参考に、各分野の有識者及び

公募委員の合計 32 名で構成す

る「第６次八戸市総合計画策定

委員会」において、昨年７月か

ら審議を重ねてきたものです。 

なお、詳細については、計画

原案に掲載している資料編を

御参照ください。 
 
 
 

※策定委員会の議事録は、市のホームページに掲載しています。 

（トップ > 八戸市の紹介 > 附属機関 > 附属機関一覧 > 八戸市総合計画策定委員会） 
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政策１ 子育て・教育・市民活動 

1-1．子育て支援の充実 

  

子育て支援の充実を図るため、子どもの発達段階に応じた子育て環境の充実や子育て

家庭への支援に取り組むとともに、社会全体における子育て支援意識の醸成を進めま

す。 

  

当市では、平成 25 年（2013 年）の合計特殊出生率が平成 17 年（2005 年）の 1.31

から 1.42となり回復傾向にありますが、出生数は減少傾向にあり、その要因としては、

女性の社会進出による晩婚化や世帯構成の変化、個人の価値観の多様化などがあげられ

ます。 

このような中、都市化の進展、生活様式や就労形態の多様化などを背景とした地域住

民の結びつきの希薄化により、地域における子育て機能が低下しており、地域における

子育て支援活動の促進が求められています。 

また、育児に対する心理的・経済的な負担感も出生数減少の要因であることから、子

育てに関する不安の解消に向けて、子育て家庭を支援する取組が必要です。 

さらに、依然として「子育ては母親（女性）の仕事」という性別による固定的な役割

分担意識が一部に残っており、社会全体における子育て支援意識の醸成が求められてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）子育て環境の充実 

●目指す姿         ●注目指標 

きめ細かな子育て支援サービスが提

供されているとともに、地域において

子どもたちを見守り、子育てを助け合

う環境が整備されている。 

○保育所等の入所児童数（※） 

H21 H26 H32 

4,751 人 5,181 人 7,610 人 

資料：八戸市（各年４月１日時点） 

●役割分担 

市 民 子育て支援活動への参加 

幼稚園・保育園等 多様な子育て支援サービスの提供 

Ｎ Ｐ Ｏ 地域における子育て支援活動の推進 

行 政 子育て支援サービス・放課後児童対策の充実や地域における子育

て支援活動の推進 

●展開する施策 

①保育サービスの充実 
病児・病後児や障がい児、休日、夜間に対応した多様な保育サービスの充

実を図ります。 

②地域での子育て支援活動の促進 
地域において、子育て相談や、一時預かりなどのサービスを気軽に利用で

きるよう、子育てサロンや放課後児童クラブ、ファミリーサポートセンター
等の充実を図ります。 

（１）子育て環境の充実 

子育て環境の充実を図るため、さまざまなニーズに対応した保育サービスの充実に取

り組むとともに、子育て家庭が孤立することのないよう、地域での子育て支援活動の促

進を図ります。 

施策の方向性 

 

施策の概要 

 

現状と課題 

 

【第４章分野別施策の記載内容の見方】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3章で定めた総合的に取り組むべき
6 つの政策です。 

政策をいくつかの施策に大きく分類します。 
※この項目を大施策として位置付けます。 

大施策の概要を記載しています。 

大施策の現状と課題を記載しています。 

大施策の現状と課題から導き出される施策の方向性を 
記載しています。※この項目を中施策として位置付けます。 

中施策の推進のために展開する

施策を整理しています。 

※この施策を小施策として位置付け

ます。 

中施策の動向を把握するのに参

考となる、注目すべき指標を定め

ています。 

※この指標をもって、中施策の達成

度を測るものではありません。 

施策の方向性で示した中施策ごとに「目
指す姿」、「注目指標」、「役割分担」、「展
開する施策」を整理しています。 

中施策の推進にあたって、市民、

事業者、行政など、それぞれの主

体がどのような役割をになっていく

べきかについて、整理しています。 

特定の時点を定めず、

将来的に「こうなってい

たらよい」という姿を記

載しています。 

参考： 



 

 

戦略１ 人づくり戦略 

 
 
 
少子化による人口減少に対応していくため、結婚、出産、子育てといったラ

イフステージの各段階において、次世代育成の支援を強化するとともに、次代
を担う子どもたちの教育環境の充実を図ります。また、女性が活躍できる環境
を整備し、地域づくりの担い手の確保を図ります。 

 

 

 

 

 

 

■ 現状と課題 

当市の人口は、少子高齢化の進展や若者の転出などを背景に、平成 7年度
（1995年度）をピークに減少傾向が続いており、今後も同様に推移してい

くことが予想されています。 
少子化の一因である未婚化や晩産化は、価値観の多様化や異性との出会い

の場が不足していることなどが要因と考えられることから、若者の出会いづ
くりに対する支援を行うとともに、安心して妊娠し、子どもを産み育てるこ

とができる環境を整備する必要があります。 
また、核家族化の進行やひとり親世帯が増加している中、地域とのつなが

りの希薄化が進み、子育て世帯の孤立化が課題となっていることから、地域
が一体となった子育て支援の充実が求められています。さらに、共働き夫婦

の増加や働き方の変化によって、高まっていく多様な保育ニーズに対応する
ため、きめ細やかな保育サービスの充実が求められています。 

■ 展開する施策 

【施策 1】 結婚・出産の希望をかなえる施策の充実  

結婚や出産を希望する若者を支援するため、県や関係団体と連携しなが

ら、男女の出会いの場を創出するとともに、安心して子どもを産み育てる
ことができるよう、健診や相談体制の整備など、出産環境の充実を図りま

す。 

 

■ プロジェクト指標 

①婚姻件数 

H21 H21 H21 

2,607 件 2,607 件 2,607 件 

資料：八戸市（各年４月 1 日時点） 

 

戦略の概要 

 

１．子育てプロジェクト 

展 開 す る 
プロジェクト 

１．子育てプロジェクト 

２．教育プロジェクト 

３．女性活躍プロジェクト 

【第５章戦略プロジェクトの記載内容の見方】 

 

 

 

第 3章で定めた重点的に推進すべき 
5 つのまちづくり戦略です。 

戦略の概要を記載しています。 

戦略の概要を踏まえ、展開する
プロジェクトを記載しています。 

プロジェクトごとに「現状と課題」、「展開する施
策」、「プロジェクト指標」を整理しています。 

プロジェクトの現状と課題を記載していま
す。 

プロジェクトの現状と課題を踏まえ、今後、展開する施策を 
記載しています。 

プロジェクトの動向を把握するのに参考となる、指標
を定めています。 
※この指標をもって、中施策の達成度を測るものではありません。 



意見記入様式 
 

第６次八戸市総合計画（原案）に対する意見  

記入日    年   月   日 

ふりがな  
電話番号 

（必須） 
 氏名 

（必須） 

 

 

住所 

（必須） 

〒 

 

 

《 意 見 》 

 

※ 第６次八戸市総合計画（原案）への御意見を御自由にお書きください。 

なお、当該計画（原案）の具体的記述に関する御意見の場合は、該当箇所（ページ、行）

をお示しの上、御記入ください。 

 


